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内側寸法 1014*514*476mm 

  
  



 
 

 



参考：標準設定 

 
 

液深は、液の温度変化、超音波の伝搬速度の変化、水面の波・・により 

理論値よりも若干大きな値に設定しています 
 

変更する場合には標準設定値に以下の修正を行ってください 

±２６．８ｍｍ ±５３．６ｍｍ  

±８０．５ｍｍ ・・・・ 

  



液面位置の設定 

  
 

  

  ７２ｋHz単独照射     ２８ｋHz単独照射 
（300W超音波 出力 45％）  （300W超音波 出力 25％） 



＜振動子から液面までの標準高さ＞ 
 

１波長＝音速÷周波数 
注：音速は液温・粘度により変化します 
 

  ４０kHz の場合、1500000(mm/秒）÷40000(Hz)＝37.5mm・・・１波長  

  定在波は、３７．５mm÷２＝約１８．８mm 

標準高さ 

 １８．８＊８＝１５０ｍｍ  １６８．８ｍｍ １８７．５ｍｍ ・・・ 
          ２８１．３ｍｍ  ３００．０ｍｍ  ３１８．８ｍｍ ・・・・・ 

  ２８kHzの場合、1500000(mm/秒）÷28000(Hz)＝53.6mm・・・１波長  

  定在波は、５３．６mm÷２＝約２６．８mm 

標準高さ 

 ５３．６＊３＝１６０．８ｍｍ １８７．６ｍｍ ・・・ 

         ２９４．８ｍｍ  ３２１．６ｍｍ ・・・ 

 

  ７２kHzの場合、1500000(mm/秒）÷72000(Hz)＝20.8mm・・・１波長  

  定在波は、２０．８mm÷２＝約１０．４mm 

標準高さ 

 １０．４＊１５＝１５６ｍｍ  １６６．４ｍｍ １７６．８ｍｍ １８７．２ｍｍ・・・ 
          ２９１．２ｍｍ  ３０１．６ｍｍ ・・・・ 
 

  １００kHzの場合、1500000(mm/秒）÷100000(Hz)＝１５mm・・・１波長  

  定在波は、１５mm÷２＝約７．５mm 

標準高さ 

 ７．５ｍｍ＊２０＝１５０ｍｍ  １６５ｍｍ １８０ｍｍ 

 １８７．５ｍｍ １９５ｍｍ・・・ 
      ２９２．５ｍｍ  ３００．０ｍｍ・・・ 
 

  ３８kHz の場合、1500000(mm/秒）÷38000(Hz)＝39.4mm・・・１波長  

  定在波は、３９．４mm÷２＝約１９．７mm 

標準高さ 

 １９．７＊８＝１５７．６ｍｍ  １７７．３ｍｍ １９７ｍｍ ・・・ 
      ２９５．５ｍｍ  ３１５．２ｍｍ ・・・ 



 
 仕様（最大出力）３００Ｗ 

  

  ２８ｋHz+４０ｋHz（300W超音波 出力 30％） 



 

 

 
 



脱気ファインバブル発生液循環装置 

  

 

 



＜応用事例＞ 
 

 

間接水槽３  寸法（内寸）：Ｗ９６０×Ｄ２５０×Ｈ３１０ｍｍ 

 注：外形寸法は W,D 内寸＋板厚＋８０ｍｍ  

 

間接水槽２  寸法（内寸）：Ｗ８８０×Ｄ４５０×Ｈ２００ｍｍ 

 注：外形寸法は W,D 内寸＋板厚＋８０ｍｍ  

  

間接水槽１ 寸法（内寸）：Ｗ４４５×Ｄ２９０×Ｈ３２５ｍｍ 

 注：外形寸法は W,D 内寸＋板厚＋８０ｍｍ  

  



 

注意：水漏れについて１ 

低周波の超音波（２０－３０ｋHz）と高周波（５０－２００ｋHz）を同時に利用した場合 

効率よく水槽全体に超音波振動が伝搬することで、バルブ接続部分にも振動が伝搬

し、水が送り出される可能性があります 

下記写真のバルブ接続部分です 

 

 



水の量は２４０分（４時間）で１滴程度です 

（２種類の超音波（１種類は３０ｋＨｚ以下）を高い効率で連続照射しないと起きません） 

基本的には、シーリング材で対処可能です 

シーリング材が除去された場合は塗るようにしてください 

 

 
 

＜補足説明＞ 

通常の超音波利用においては、 

水槽に、このような超音波振動が伝搬しませんので 

起き無い現象ですが、本水槽では超音波の振動が 

効率よく（非線形現象を含んで）伝搬するために発生する現象です 

但し、現状の超音波水槽においてもステンレスの溶接が悪い場合には 

超音波照射時の割れが起きている場合があります 

液漏れまでの振動現象ではありませんが超音波が大きく減衰します 

（ 超音波エネルギーで溶接部が割れ、 

超音波照射していない状態でも液漏れする事象は 

  基本的な超音波装置レベルとしての強度不足となります ） 
 

  



注意：水漏れについて２  消耗品（参考） 

超音波システムの特別な場合の消耗品として以下を提示します 

１：シールテープ  

●テープ幅(mm)： 12 ●テープ長さ(m)：15 ●テープ厚さ(mm)： 0.075 

●基材：フッ素樹脂 ●耐熱温度(℃)： -190～+380 （260度以下推奨）  

説明 

 従来の超音波では、配管接続内部のシールテープの部分に 

 高い音圧の高周波の伝搬現象は起きませんが 

 本装置では、高周波（１００ｋHz）と低周波（３８ｋHz）の最大出力（各 ３００W） 

 により、シールテープが分解され水漏れの可能性があります 

 （5時間ぐらい経過しないと検出できないレベルです） 

 定期的（1 ヶ月に１度程度）に配管部分の水漏れを確認して 

 正常な動作による水漏れが発生している場合 

（ふき取った水滴が翌日も、漏水部分に水滴として発生している）には 

 コーティングのシーリング材を取り除き、シールテープの巻きなおしを行ってください 
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＜その他 注意事項・参考写真＞ 

 

 

 

  



注意：間接水槽のセットについて  

間接水槽をセットした状態で、超音波水槽１に水を入れると 

次の写真のような状態になります 

     

間接水槽に（水と同様な比重の）洗浄液を安全に１０－１５ｃｍの深さ以上入れると 

次の写真のような状態になります 

 

安全に行うためには、次の写真のように冶工具を使用してください 

但し、超音波照射時は冶工具を取り外すようにしてください 

 下記のような冶工具を 

水槽補強として使用する場合は取り外す必要はありません 

  



特徴 

超音波専用水槽として、設計・製造していますので 

適切に使用していただくと、使用期間が長くなるほど音響特性の効果が 

現れます。従って、超音波の利用効率が高くなります 

 

 
 



 

 
 

         以上 


